
　
秋
の
味
覚
、
ク
リ
で
栗
き
ん
と

ん
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
栗
き
ん
と

ん
や
ク
リ
栽
培
に
興
味
の
あ
る
方

は
大
歓
迎
で
す
。
栗
き
ん
と
ん
作

り
の
名
人
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す

の
で
、
初
め
て
の
方
で
も
簡
単
に

作
れ
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
７
日
㈯
午
前
９
時

半
～
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
ク
リ
栽
培
に
関
心
が
あ

る
方
（
平
成
３０
年
１
月
に
開
催
予

定
の
ク
リ
栽
培
基
本
技
術
講
習
会

の
案
内
を
後
日
連
絡
し
ま
す
）

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
肥
田
明
美
さ
ん

□
持
ち
物
　
頭
巾
、
エ
プ
ロ
ン

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む
。

□
締
め
切
り
　
９
月
２２
日
㈮

問

申
・

　
恵
那
農
林
事
務
所
志
２

６
︱
１
１
１
１
（
内
線
３
８
８
）

　
市
で
は
、
上
下
水
道
の
検
針
時

に
発
行
す
る
検
針
票
に
掲
載
す
る

広
告
主
を
募
集
し
ま
す
。
自
主
財

源
の
確
保
や
広
告
主
の
営
業
活
動

の
支
援
な
ど
が
目
的
で
す
。

□
対
象
　
法
人
と
個
人

□
内
容
　
検
針
票
裏
面
に
単
色

（
青
色
）
で
広
告
を
掲
載

□
募
集
枠
　
２
枠
（
１
枠
、
縦
６０

㍉
×
横
６９
・
５
㍉
）

□
料
金
　
１
枠
５
万
円
（
税
抜
）

以
上
（
申
し
込
み
後
に
入
札
を
行

い
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法
　
上
下
水
道
課

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記
入
の

上
、
申
し
込
む
。

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.city.ena.lg.

jp/

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
９
月
２９
日
㈮

問

申
・

　
上
下
水
道
課
（
本
庁
舎

２
階
、
内
線
２
２
２
）

　
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会

は
「
公
益
信
託
Ｊ
Ａ
・
岐
阜
県
信

連
民
俗
文
化
財
振
興
基
金
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
県
内
で
、
現
代
へ

と
伝
え
ら
れ
て
き
た
多
く
の
伝
統

文
化
や
民
俗
文
化
財
の
、
保
存
と

伝
承
活
動
に
対
し
て
助
成
を
し
ま

す
。

□
対
象
　
❶
民
俗
文
化
財
の
道
具

や
衣
装
な
ど
の
修
理
や
新
調
❷
民

俗
文
化
財
を
次
世
代
に
伝
え
る
た

め
の
記
録
な
ど
の
活
動
❸
民
俗

文
化
財
伝
承
の
た
め
の
伝
習
活

動
、
後
継
者
育
成
活
動
❹
諸
行
事

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
を
通
じ
て

の
民
俗
文
化
財
公
開
活
動
❺
そ
の

他
の
民
俗
文
化
財
保
存
や
伝
承
活

動
︱
の
い
ず
れ
か
行
う
団
体
か
個

人
。

※
平
成
３０
年
４
月
か
ら
１２
月
ま
で

に
県
内
で
実
施
す
る
事
業
が
対

象
。
営
利
目
的
の
事
業
へ
の
助
成

は
行
い
ま
せ
ん

□
応
募
方
法
　
所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
送
付
す

る
。

※
募
集
要
項
と
申
請
書
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（http://w

w
w
.noch

utb.co.jp/

）
か
ら
入
手
で
き
ま

す□
募
集
期
間
　
１０
月
２
日
㈪
～
１１

月
３０
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

問

申
・

　
〒
１
０
１
︱
０
０
４
７

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
１
︱
１

︱
１２
農
中
信
託
銀
行
営
業
推
進

部
「
Ｊ
Ａ
・
岐
阜
県
信
連
民
俗
文

化
財
振
興
基
金
」
係
　
志
０
３
︱

５
２
８
１
︱
１
３
４
０

問
　
生
涯
学
習
課（
内
線
４
７
１
）

　
県
で
は
、
部
下
や
同
僚
が
抱
え

る
育
児
や
介
護
な
ど
の
事
情
を
理

解
し
、
そ
の
人
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
て
活
躍

で
き
る
よ
う
に
す
る
、
経
営
者
や

管
理
職
で
あ
る
「
イ
ク
ボ
ス
」
を

増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
県
内
企
業
の
経
営
者
や
管
理
職

な
ど
を
対
象
と
し
た
「
イ
ク
ボ
ス

養
成
ミ
ニ
学
習
会
」
で
は
県
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
エ

ク
セ
レ
ン
ト
企
業
か
ら
、
先
進
的

な
取
り
組
み
事
例
を
学
ぶ
だ
け
で

は
な
く
、
イ
ク
ボ
ス
養
成
に
向
け

た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
作
成
の
支

援
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１２
日
㈭
午
後
１
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
企
業
の
経
営
者
や
管
理

職
な
ど

□
定
員
　
４０
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
方
法
　
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
電
子

メ
ー
ル
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込

む
。

※
参
加
申
込
書
は
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w
w
.pref.gifu.

lg.jp/

）
か
市
役
所
企
画
課
窓
口

（
本
庁
舎
３
階
）
で
入
手
で
き
ま

す□
締
め
切
り
　
１０
月
４
日
㈬

問

申
・

　
県
イ
ク
ボ
ス
拡
大
促
進

事
業
運
営
事
務
局
志
０
１
２
０
︱

０
１
７
︱
３
６
６
思
０
５
２
︱
５

８
２
︱
１
４
２
９
糸com

.g.iku
bosu@

m
ynavi.jp

□
種
別
　
防
衛
大
学
校
学
生
、
防

衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
、
防

衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

□
対
象
　
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

～
２１
歳
未
満

□
締
め
切
り
　
９
月
２９
日
㈮

□
そ
の
他
　
申
し
込
み
方
法
や
願

書
の
請
求
に
関
し
て
の
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部

恵
那
地
域
事
務
所
志
２
６
︱
４
３

１
０

　
呼
吸
器
疾
患
な
ど
に
よ
る
慢
性

呼
吸
不
全
の
方
を
対
象
に
、
健
康

呼
吸
器
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
快

適
な
療
養
生
活
を
送
る
た
め
の
対

応
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

□
と
き
　
９
月
２６
日
㈫
午
後
１
時

半
～
午
後
３
時
（
受
け
付
け
は
午

後
１
時
）

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
市
健
康
福
祉

会
館
（
中
津
川
市
）

□
対
象
　
呼
吸
器
疾
患
な
ど
に
よ

る
慢
性
呼
吸
不
全
が
あ
る
方
や
在

宅
酸
素
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
と

そ
の
家
族

□
料
金
　
無
料

□
内
容
　
❶
講
話
▽
演
題
＝
「
肺

炎
予
防
の
基
礎
知
識
～
肺
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防

～
」　
▽
講
師
＝
近
藤
芳
正
先
生

（
市
立
恵
那
病
院
副
院
長
）、
渡
邉

美
紀
先
生
（
摂
食
・
嚥
下
障
害
看

護
認
定
看
護
師
）　
❷
座
談
会

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む
。

□
申
込
期
限
　
９
月
１５
日
㈮

問
　
県
恵
那
保
健
所
志
２
６
︱
１

１
１
１（
内
線
２
５
９
）

　
中
山
道
広
重
美
術
館
で
は
一
般

企
業
に
対
し
、
美
術
館
の
観
覧
ス

ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
特
定
の
開
館
時
間
帯
の

観
覧
料
金
相
当
額
を
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
時
間
帯
の
美
術
館
観
覧
料
を
無

料
に
す
る
も
の
で
す
。

□
募
集
内
容
　
火
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
❶
午
前
９
時
半
～
正
午

❷
正
午
～
午
後
２
時
半
❸
午
後
２

時
半
～
５
時
︱
の
１２
枠
。
１
枠
当

た
り
の
負
担
金
額
は
年
間
５０
万

円
。

□
ス
ポ
ン
サ
ー
特
典
　
❶
館
内
の

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
ボ
ー
ド
に
企
業

名
を
掲
示
❷
館
内
掲
示
や
美
術
館

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
広
報
用
印
刷

物
な
ど
で
広
報
し
ま
す
。

□
募
集
開
始
日
　
９
月
１
日
㈮

問

申
・

　
中
山
道
広
重
美
術
館
志

２
０
︱
０
５
２
２
糸info@

hi
roshige-ena.jp

　
市
茶
道
連
盟
に
よ
る
抹
茶
の
お

も
て
な
し
を
行
い
ま
す
。
こ
の
日

は
入
館
料
が
無
料
で
す
。

□
と
き
　
９
月
１６
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
無
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
料
金
　
一
服
１
０
０
円
（
お
菓

子
付
き
）

問
　
生
涯
学
習
課（
内
線
４
７
２
）

　
市
農
業
委
員
会
で
は
農
地
法
第

３０
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

９
月
上
旬
か
ら
１１
月
下
旬
に
か
け

て
、
市
内
全
域
の
農
地
の
利
用
状

況
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
は
遊
休
農
地
の
実
態
把
握

と
発
生
防
止
、
解
消
に
向
け
て
の

働
き
か
け
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
調
査
の
際
に
調
査

員
が
農
地
に
立
ち
入
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線

３
７
６
）

　
県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
体
の
不
自
由
な
方
を
対
象
に

補
装
具
（
車
い
す
、
装
具
な
ど
）

の
交
付
と
、
修
理
の
た
め
の
相
談

や
判
定
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
な

ど
を
希
望
す
る
方
は
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

□
と
き
　
９
月
１２
日
㈫
午
後
２
時

～
４
時

※
最
終
受
け
付
け
は
午
後
３
時
半

ま
で

□
と
こ
ろ
　
岩
村
保
健
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

問
　
社
会
福
祉
課（
内
線
１
８
１
）

　
第
２
８
０
回
恵
那
文
化
劇
場
の

一
つ
と
し
て
、
７
月
２５
日
に
恵
那

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
ダ
ウ
ン
症
で

女
流
書
家
の
金
澤
翔
子
さ
ん
が
揮

毫
し
た
『
共
に
生
き
る
』
を
市
民

会
館
の
事
務
所
前
階
段
踊
り
場
で

９
月
２２
日
㈮
か
ら
常
設
展
示
し
ま

す
。
翔
子
さ
ん
の
伸
び
伸
び
と
力

強
く
、
生
命
力
あ
ふ
れ
る
作
品
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
市
文
化
セ
ン
タ
ー
志
２
５
︱

５
１
２
１

募
集

イ
ク
ボ
ス
養
成
ミ
ニ
学
習

会
の
受
講
者

農
地
利
用
状
況
調
査

平
成
３０
年
４
月
入
校
の
防

衛
大
学
校
な
ど
の
学
生

伝
統
文
化
の
保
存
と
伝
承

活
動
に
助
成

栗
き
ん
と
ん
づ
く
り
講
座

の
受
講
生

身
体
障
が
い
者
の
補
装
具

な
ど
の
巡
回
相
談

金
澤
翔
子
揮き

毫ご
う

作
品
の
常

設
展
示

上
下
水
道
検
針
票
に
掲
載

す
る
広
告
主

案
内

健
康
呼
吸
器
教
室
の
受
講

者

中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
で

抹
茶
の
お
も
て
な
し

中
山
道
広
重
美
術
館
の
ス

ポ
ン
サ
ー
企
業

▲一つ一つ丁寧にクリの実を取り出す

▲各地で伝えられる伝統文化▲ひし屋資料館で抹茶を飲む

▲７月２５日に揮毫した作品

申問　：問い合わせ　　：申し込み
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□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
（
大
井
町
）

□
出
演
　
田
中
旭
泉
（
琵
琶
奏

者
）、河
内
龍
二
・
久
保
田
勝
美（
マ

ン
ド
リ
ン
奏
者
）

□
演
目
　「
笠
置
落
」（
琵
琶
）、「
枯

葉
の
想
い
」「
荒
城
の
月
」（
マ
ン

ド
リ
ン
）、「
森
羅
」（
琵
琶
と
マ

ン
ド
リ
ン
）、「
大
楠
公
」（
琵
琶
）

□
定
員
　
１
５
０
人

□
料
金
　
１
０
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
・
入
館
料
を
含
む
）

□
入
場
券
販
売
　
９
月
８
日
㈮
か

ら
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
、
恵
那

文
化
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
課
で

販
売

問
　
生
涯
学
習
課（
内
線
４
７
２
）

　
ご
み
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）

は
法
律
（
廃
棄
物
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
第
１６
条
の
２
）で
、

一
部
の
例
外
を
除
き
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
違
反
者
に
は
５
年
以
下
の
懲

役
、
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た

は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

ご
み
の
野
外
焼
却
は
絶
対
に
行
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
部
の
例
外
事
項

❶
農
業
活
動
に
伴
う
刈
り
草
や
枝

　福祉医療費受給者証の更新手続きを行います。
対象者（重度心身障がい者）の方に９月中旬まで
に案内文書を送付しますので、忘れずに手続きを
してください。
　同封の「交付申請書」に必要事項を記入、押印
して持ち物と一緒に持参ください。
　お住まいの地区により受付日が異なりますの
で、詳細は案内文書を確認ください。
□とき　９月２１日㈭、２２日㈮、２５日㈪、２６
日㈫、２７日㈬
旧恵那市地域の方

□時間　午前９時～午後７時
□ところ　市役所会議棟　
恵那南部地域の方

□時間　午前９時～午後５時１５分
□ところ　お住まいの地域の振興事務所
※市役所会議棟でも受け付け可能ですが、受給者
証の交付は後日となりますので注意ください。
共通

□対象　身体障害者手帳（１級～４級）か療育手
帳（Ａ１・Ａ２・Ｂ１）、 精神障害者保健福祉手
帳（１級～３級）を持つ方
□条件　福祉医療費助成制度では、所得制限を設
けています。対象者が受給資格を得るには、平成

福祉医療費受給者証の申請は忘れずに確認を！

□窓口での受付時間　平日の午前８時半～午後５
時１５分　
□支給方法　原則として、申請書で指定された金
融機関口座へ振り込みます。申請の受け付けから
給付金が振り込まれるまで、1 カ月半程度かかる
見込みです。
注意事項

申請書は支給対象となる可能性のある方に発送し
ますので、支給が確定しているわけではありませ
ん。申請書を提出しても、その後の審査で要件を
満たさないことが判明し、不支給となる場合があ
ります。
子育て世帯臨時特例給付金の申請

　６月１日から、児童手当の現況届と一緒に、子
育て世帯臨時特例給付金の申請受け付けも行って
います。公務員は、申請に所属長の証明書が必要
です。申請書がない方は、児童手当の現況届を提
出した職場の所属長に確認ください。
　本年度は、条件に該当すれば、臨時福祉給付金
と子育て世帯臨時特例給付金の両方を受け取るこ
とができます。子育て世帯臨時特例給付金の申請
書提出期限は、９月１日㈫です。
　　臨時福祉給付金等支給業務推進本部（内線
２２８）

　「
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
が
放
置
さ
れ

て
い
る
」
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
と
散
歩
す
る
場

合
は
、
ふ
ん
を
持
ち
帰
る
の
が
マ

ナ
ー
で
す
。
飼
い
主
の
責
任
で
回

収
し
、
自
宅
へ
持
ち
帰
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
（
内
線
２
０
９
）

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
１０
月
１

日
現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
国
民

の
就
業
・
不
就
業
の
状
態
を
詳
細

に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用

政
策
を
始
め
、
経
済
政
策
な
ど
に

必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
は
抽
出
に
よ
り
決

定
さ
れ
、
市
内
で
は
２
４
０
世
帯

が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査

対
象
世
帯
に
は
、
９
月
上
旬
か
ら

調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
調
査
の
趣

旨
を
理
解
い
た
だ
き
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
　
企
画
課
（
内
線
３
４
６
）

　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
の
秋
の

風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
筑
前
琵
琶

演
奏
会
。
琵
琶
奏
者
の
田
中
旭

き
ょ
く

泉せ
ん

さ
ん
と
、
マ
ン
ド
リ
ン
奏
者
が

「
二
つ
の
笠
置
山
」
を
テ
ー
マ
に

演
奏
し
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１０
日
㈫
午
後
６
時

半
（
開
場
は
午
後
６
時
）

  

宝
く
じ
の
助
成
で
イ
ベ
ン
ト
備
品
を
整
備

　
市
内
の
２
地
域
で
宝
く
じ
の

助
成
金
を
活
用
し
、
イ
ベ
ン
ト

用
の
活
動
備
品
を
整
備
し
ま
し

た
。

串
原
自
治
連
合
会

　
イ
ベ
ン
ト
用
の
テ
ン
ト
を
整

備
し
ま
し
た
。

吉
田
地
域
活
性
化
委
員
会

　
イ
ベ
ン
ト
用
の
テ
ン
ト
や

テ
ー
ブ
ル
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
宝
く
じ
事
業
は
、
一
般
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
や
強
化
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
整
備
さ
れ

た
備
品
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

自
治
会
で
の
活
動
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

問
　
地
域
振
興
課
（
内
線
３
４

３
）

　「
下
水
道
の
日
」
は
、
下
水
道

の
普
及
を
目
的
に
「
全
国
下
水
道

促
進
デ
ー
」
と
し
て
１
９
６
１
年

（
昭
和
３６
年
）
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
は
、
ト
イ
レ
や
台
所
か

ら
の
汚
れ
た
水
を
下
水
管
を
通
し

て
処
理
場
に
集
め
、
き
れ
い
な
水

に
し
て
川
に
流
す
重
要
な
働
き
を

し
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
に
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
流
し
た
り
、
台

所
に
調
理
後
の
油
を
流
し
た
り
す

る
な
ど
、
下
水
管
の
詰
ま
り
の
原

因
と
な
る
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん

か
。下
水
道
の
日
を
き
っ
か
け
に
、

下
水
道
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
い

ま
一
度
、見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
の
整
備
さ
れ
た
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
生
活
環
境
改
善

の
た
め
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
上
下
水
道
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
上
下
水
道
課（
内
線
２
１
９
）

　　
０
歳
か
ら
入
場
で
き
る
、
親
子

の
た
め
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
。
姿
か
た
ち
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
で

も
演
奏
は
一
級
品
。
妥
協
は
し
ま

せ
ん
。
本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
か
ら
ア
ニ
メ
（
と
な
り
の
ト
ト

ロ
メ
ド
レ
ー
）、
童
謡
ま
で
凄
腕

の
動
物
た
ち
が
奏
で
る
多
彩
な
音

楽
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
チ
ケ
ッ
ト
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
で
好
評
発
売
中
で
す
。

□
と
き
　
１１
月
１２
日
㈰
▽
開
場
＝

午
後
１
時
半
　
▽
開
演
＝
午
後
２

時□
と
こ
ろ
　
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

□
料
金
　
全
席
指
定
１
５
０
０
円

（
当
日
同
額
）

※
３
歳
以
上
は
有
料
。
３
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
は
、
保
護
者
１
人
に

つ
き
１
人
ま
で
膝
上
で
の
鑑
賞
は

無
料
。
た
だ
し
席
が
必
要
な
場
合

は
有
料

問
　
市
文
化
振
興
会
志
２
６
︱
３

５
２
４

９
月
１０
日
は
下
水
道
の
日

ご
み
の
焼
却
は
禁
止
、
草
木

の
焼
却
も
配
慮
く
だ
さ
い

葉
な
ど
の
焼
却

❷
庭
の
手
入
れ
な
ど
で
発
生
し
た

刈
り
草
や
落
ち
葉
の
軽
微
な
焼
却

❸
ど
ん
ど
焼
き
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
な
ど
風
俗
習
慣
や
宗
教
行

事
の
た
め
の
焼
却

※
例
外
で
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合

で
も
、
煙
や
臭
い
が
近
所
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
、
周
囲
の
生
活
環

境
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い

問
　
環
境
課
（
内
線
２
０
９
）

「
音
楽
の
絵
本
」
ク
ラ
シ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト

扶養親族の
人数

本人
所得制限額

配偶者 /扶養義務者
所得制限額

０人 ４５９万６千円 ６２８万７千円

１人 ４９７万６千円 ６５３万６千円

２人 ５３５万６千円 ６７４万９千円

３人 ５７３万６千円 ６９６万２千円

４人 ６１１万６千円 ７１７万５千円

５人 ６４９万６千円 ７３８万８千円

【表１】所得制限の限度額

２８年分の所得が、表１の限度額の範囲内である
ことが必要です。
※扶養義務者が他市で課税されている場合は、所
得課税証明書が必要になります。別世帯かつ同住
所で生計を同一にしている者がいる場合は、課税
情報を確認する旨の同意書が必要になります
□持ち物　交付申請書、印鑑、健康保険被保険者
証、口座番号が分かるもの、平成２９年度所得課
税証明（該当者のみ）、該当する各種手帳
　　　　　　　　　　問　保険年金課（内線１５２）

案
内

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は
持
ち
帰

る
の
が
マ
ナ
ー

就
業
構
造
基
本
調
査

秋
月
の
宵

　
筑
前
琵
琶
演

奏
会

▲琵琶奏者の田中旭泉さん

▲吉田地域のイベント ▲串原地域のイベント
▲０歳から楽しめるクラシックコンサート

▲ペットのふんを持ち帰る

▲ごみの野外焼却は禁止

申問　：問い合わせ　　：申し込み
11 102017.9.1 広報えな




